










































































２ 非摂tn ik nよいt算　　　　　･：
3-2-1 理論の支式化




























































































































































































































































































jl力ii t-9 a. fit fflぐ負の排除体桟効果、）ヵヽ゛あ３場含
に特･こ習味深、ヽ性笥を矛、ｆことヽｓ，、すｔヽ･こ述へヽ｀九





め才非降作丿食．、､・う メ ーヲ 、ｚ４Ａ、ｚ，ａ、瓦４β≪ itlitと､’
L z ti "i t ^ oこめ1ナ尊lこ　Jこ．　ソ　、　ﾌ゛○　、ツ　ク誂重合
捧呟軋りタＦ内相タ離や、分子内全令のよｊず事゛｀叫
らJｸ｀μな．た．しみヽｔなれヽら．止似・性１上．、１１






































































































































































































































































































































































































2 < o z-・ヽ膨張専：
　　























































































































































図2－2 7:ヽヽぷ富型節分齢｀硯｡われＲ理Etl l 血由Ｊネ
1しギーに差いて乙う少し酋しく１ておよう。図2-icL




















図２－３ ａ．　　Ｐ尤沈吟y､｡。、自由ｺﾆえ、Ｌ Ｉ”－ ：

































゛１）゜１０‘４．　　ａ， Z-I'　６ ， z=o;　C , 2-= -ｸ,･ｸ２；
d･
　
， Z - - c≫.o3
A *　とA *　。ﾆｰ，ｐヽヽ”相”。混｡合物とｌえふ甘ろう。
la 2-3 b Iいｇ島由エオ1し1゛｀一卜（ｊ）の薦関取一万ｙ
即ちメ3に戈複なﾌﾞ7ムｌＪに対してフ・ロットしてみ








-c ^ I m、ら、こ･ｱ･図申７゛は、．41≒・､1;はI* S敞、
ｙヽ嶺軸ｌｔ刀3 1E･i･･･.．4・、値で貳３、（曲涛Ｊ才礦恥パを３
S T7) 3 ヵ｀゛、中央・ヽ交点ｊ♪はＦり）・応大に対心し
















･ - Ｗ -
図2-4-0. 楕円４木゛ヲンシ。Iレ17対１５
粕由エ。卑心キ゛‾：ａ･> z = i;　ｂ，Ｚ゛ｏ；



































































































八(孔ぶヽ, Sk, Sz ＼ざ卜 £(刄 /R) PoiSj丿剛Po(S'klf^)FoCS^ilR)
f¥
　











































































































































































































































































































































































































フ゛口、ヽ、クが｀1 － -fcA－ ta Ｚ゛あ　Ｓ　。
４１















1 －も、－ｔ８ ｚ゛あＳ･トソ フ勺コップ者か４∂Ａを;&え
る。この場合０－タａ）式の積９ＧＩ:、図3-1 a　ｌ=
示された６個の４良域｀ｚ゛の積分に分解される．



























































４Ａ ＝Ｚβａ ° m Zab　　　　　　　　　　　ぐ３一句
ｔ冨ヽヽ‘乙あ１のｚ｀≒今のﾍﾞﾌ宕、φ、田＝と）に一事aちず












































































― 涙２ ＝- Ｃ Zab
乙が｀ご｀きる 。
(3-/ひ．）




0-/0; 式｀ぽ次のぶう に ｔｚ尊＜二とが｀ｚ゛きる。
り‘ｇＱ）式｀は、亡χやごﾌ、２の時ヽつ欠の･1ヽクに者･ナｓ 。



































^f C3t %)= 1、。リぐ’－？？ｚ≒）＝-ｏと置４　と、ソフヽ｀
ロ、ツク今孝!にっいてはヂぐｒ）･17欠のように書ける。
i(r)=- a 71;j）1/町tＡ Zaa-+‘　ちｚｌ,β)r-' ４ ど)ぐｒ'ち　りー/jり
一





（リ J I b3 yl.'/２・(､3
' ＼3
y/２













3 3/Ｚ ，/２ ，/ｚ
み＝（７こひ） β４（亀nj）＝秘 恥べ (3-tih)


































c’ｃ ｎ. ９ｓｔ書く こ 乙が｀Z゛きる。ニ こ Ｚ‘'£. ＼t
m = -1　゛Ｚ゛１１、0.o o 5、随＝　－Ｚ　Ｚ゛１掌　0. o 6　、yy＼ - -S
































■f(0) = O、　　　　4:（1）＝－1.99 2;!>B、ヂひO) s: O　(m*-i)
f CO) =-3.6 7 ^AB　、･ffi) = -4.60 2ab 、-ffoo) ~ O



































＼S 3-Zを見Ｓと、2a6　く　○　、　即ち、ｉＡＡ、2.8 > 0
ｌＬ臓･ｔヽ丿１:、曲線･ｌ．ニりのグ｀､レープにタ、すられ





































































ロック鎖,の吠２： tA- 0.2ぷ’，ち＝ク．Ｓ；　みA = Hb≪ =






ドタ１･内食台１３方がエ。キ･ﾚぞ｀一妁に肩1:･j ｒ ?. 1
こ
　































結果が゛示･し’乙ある。 こ こ ｔへ 七A°と）･２Ｓ゛ヽtBｓ　り．Ｓ
又ヽ３ＡＡ°－Ｚ卵ヽＺＡＢ°0 t. ＼i＼＼z h ^、。而端iのＡ
ﾌヽ｀口　ックのを忿と反砥のぶうｔがj見われ･z、、1･が｀、
才李44EI、）ＩＡＡ　の回瓢lｓ嗜の回ににべ｀かなソ大さい。
ﾆ。れゆ、す目乱作爾ＺＡＡ ｔ Zbb が゛互いに打５哺Ｌ令
･フｔ ｔ 氷う力｀らで｀ある。等ｔｸﾞ｀メント比めシ゛フ゛ロ





























な丿= (3/z7C 9゛jい／‰‘Ｐ(-3rン之426j） り･X2.:>






































































































































































ﾌ゛ロ　ッ タの膨琢膏 り ･ま，ｵヽﾓ，ﾎヽ゜リマーの結μ－




































（f＋‘1.4- 1 Z )
カ
(Z ^0 >　（’j一μ）
2 $ Ｑ･こ対ｔ ｌｔｌ、ｔ ２．章に．やした値にEに欠．み










図３’ ｇ に’;;;ヽ等ﾌ゛ｐ　ツタ比めＡ６ジ｀グ｀ロ'.･/ 7 iﾀ!
つ
　
い Ｚ 9く・め計蜀邦家を そ、した。 ニｒ 乙－、・、Z。。
Z４･4、み8 = C Zaa １１し、拷ｔのＣにμし、μ゛ｔ
2aa に 対 しプロヽツ1，し７ あｉ．’㎡ｊ＝ ２〈＆4゛〉/y^＼>''、
り（･12゛ .2〈£♂．〉/n b Y. ＼kく　．　こ．角　ﾀる令、Zao ･－　Ｑな
ら は二 ' ^S. t均に　、
eぐ
・
＝ ０く2 i / ひり/j〉






















･- -J=.●- 一 一 一 一 一 －
５
－･















がiｲt|,t^ izあ3 13 r･コ　ッ　クに引　きり･ナタれｚいＪた
めｃ’りの時・ソ収縮、．ｚ、･へると;ゐｉ られる。ヌ、












と し ｔ h I ｏ　ｚβ8 =-2aa、2ab =　C f AAとしてヽ４ｔ
７ の 乙に釘しヽ ｇく｀と 2aa にμしプロ ッ トし
・あ る。


















ト リ フ゛ロ ヽツ
ク4ﾀ!の 湛２
10






し ｚヽヽ３ o C t ~0. T　りヽ５　－１　に気
化さ？i ｚ･ヽソンフ゛令）収’刹Ｓ°らなくなぶ。これ












- - ･ 一 一
= 〃 〃 ミ ー
　
－ ← ミ ミ ミ









ト ソ フヽ｀ロ 、ツクt孝い4a為 I- つ












































































































Bp ゛叶で均- '--V t ^0”
ご’ニ｀“）゜）仮定に．よりタ アC〕ツク Bp ？゛）ボン
















































































































































ック鎖ｔリｌ tl°亀’ａ‘ぶ｀ｊ ﾉXBぶ トリア○ﾉﾉｸ鎖

















































- 〃 〃 ’
Zbb
５
　 　 　 　 　 　 　
= = Ｗ = Ｊ























£゛丿即ち ２ＡＡ＝－Ｚ８８の場偕I剔 φ２ はジフヽヽ
ロック句t，トリブ９⊃ツクj波のどちらに?T I -2も，





































































£゛‘1‘５ｊ 28e = ~3.　　　　　　　　　　　　い
t/1
　




ﾌヽヽｏヽソク共１４体瀋洪1り封キV ftt I nつ犀1刃と
ｦもえられ５．




























































































１得卜 Ｚ才7 1四ひ丿１）玖より Z/．･り１一良



















































































































ｔ｀あ1,｡卜1）陪 １＞７ Ｔりご正と７る。７≒ 兌，・
けの＆式熊にあヽけ１ Ａ３･り玲りt Y4（:）（χ＞Ｏ
なら^r SB,, Yンとy C x<io)ないJこうとな５．伊1惑
は: Vc>‘!）・凶〈ｏ /ｙ 複考は Ｖｃ＜０，X/ｓ＞ご）
’゛対かt I . / r-かｰ-つて　Ａ．こＯ 万決ｔされｌ見お
けのｅ状剱・,逝＜ｔ’私 Ａ２とＡ３ ９２とあ｀り。
組みをわせ力Y -2"$ § .　--つ･ま　Vc i>r £ Z' Vs　lヽ漣
の時の Ａ２〈Ｑ巾心＞Ｑ ヒいう粧み今わ亡，むう


































練紅 As ｉｔ計算 レ A2=o -^"'lI,-されるポり|ﾚ
点ｒは A3 から Ａか のビ丿ア’し係数釘正’゛7 11 こ
とを禾した． 厄次めビ^リア･レ坏靫にli，ガテンレ
ヤ･レ･･ヽｋ）な柳分ぶりヽﾔ･ｌ糾分．;?if大き７訃禦ｔ
与えｌ と．鳥え．られｌの‘ｒ， t＼i<0. A3‘ン（ﾌ　ならA今












































































ロッワＵの;ra II t≫v示し７ある．ここｾ・け･　Aa. = <3と
７Ｓ場所を曳球乙, A3 =りヒ７Ｓ場鮒を点線ｚ･禾




























































ａ４吻７聯容媒気埓が' Az-ンら/＼3<0 ^" ^ %よう々
Ｐ・じｋ正M. I- I z,ir　ｌｓｓ°5, 2aA°｀グ2S｀ZsB
＝－1‥2ぢｒあ３且，？･いら１発Ｌよう．アｏツクＡ
に吋し いふﾌ1･％性，つ”ロックＢ･こ対し ｀乙は沈溺剤
とし ７㈲い蜜媒をヵQiてい４ （ ＺＡいま一曳４１































































－ － 一 一 一 一 一 一
Zab


































していくと z >o 'yらは・次第，･ '^A'≫/I o (こ也づ｀さヽ，

































































11， φ2 は次め よう
に履関ｒきる








φユ＝ｏ.汐μびｏ ｚ88 キび吋8） ぐ４-3S）
ここで≒ 前と同様 £こ'^fKkl Zee　'Z^^ $) 3 .
lH A--M ｋ．刄りｊ　ｒリま，分参内2aA , 2bb '^秘果
を入れた場令ｋ入れなヵいた場ををlｔ粍Ｌ７あ1,.
91線lぶ図４-し 吟一之，･，ぞ＝－･1.２　と同じ〕り線ｔあl,.
























































ごあ５． したが'つて ぐ‘吋則迦か［ ２゛丿 ならＺ∂8
り11 '‘゜･よバ]Γ　φ2= 0　７゛あり・　ぞ≪ヽし　Ｚ８ａ＜り







































(0-) Zb&゜1・£゛一口5"; f*) Zb6=3, ^=-1.11;



























A,/MA: r/＼/ab* 4 Sa/ぶ７
１ -f.I5 0. 2.≫ S ひ,24^2 ｸ,Ｚ？
３ -j.n ひ.310 ６．３１９ (?.34
5’ -i.o<＼ 0.39 n 0.^0争 0.3 9







































































































































































































































































































































ｋ なｌ ｓ Ｅ しいれ1!g）ｔ Ｍ印ぐ妙）ψヽ゛１られi1 ･ず≒




















































の CLA C　４、セフ゛メ　ｙ卜奮欠，KJ I・1;ｃべ゛１･と．ｒつ　ヒ
おで ９ ので｀ヽ6）･j氏・り４sﾌﾟ４ヽ１ｒリド力゛｀大き゛所Ｚ゛|－























D2jい‘まヽ図式｀約に図5｀‘3に恥Ｌ７’おる≫ Ca, Cb ’ｉ｀





フ４ ク ヌ、のlsａ（らパ‥ 臨･･）ｚ（jlバ‘゜j2戸）をヽを
Ｑ ヽサ フ゛ ｸ゛'レー フｓにタ 17 1 ｓ
同 じヽ-tタフ'｀ｸ゛･し － ７°に




























所ｔ゛ し ヵ｀値を持だな９ヵ｀らヽ（S〉＾．ii RUj． ゛¨｛54j｝ヵぐ
０どなヽヽ値包持っため･こ11:，実線ｚ゛連Ｍ;さあ．たサ
ダブ･レ’プ･ｉ、為ヽ互い1こ止.くにいなけれ･ｒ｀りご４な



























































































































































































































2,2 (1) 2.46×10‾5　　（a） １２０
9.29×10‾3（a）




一 一 一 一 －
７５






ca). (b>, (C)　･ｉ Ｊ･付1ゑｔ参９、の　二　と
こ　
こ z｀≒ り’‘10 a. ) ,　μ゛２∂ｂｊ式｀φゐrls,μ^･｡6の乖兪め
前ぱ ワ い ｔ い ３整数Ｊ、r４パμごの績を作５時の
可能な砥みをわｔ遠。忿丸ｔヽヽある 。例えはヽ｀は、２と）ａバ〉式｀の
















































































均Z゛あるゆ゛方Q μ1^ . (i-一之３八｀の　^(Oc,j, , ■' ',
＾ipip l 曾）かぺぼねセゲ｀メ゛ﾄヽ横型’゛対する分布関
数ヽ^5bm ( 0り,・‥‘叫か/ w- ; z-^iiL似びき３程度
のﾉﾄ･ざヤμ．Ｌ Ｚｙ５ヽく　．゛をう　ｔ　？あヽく　と，｝ヽｵヽ゜ロジ｀



































































































































































































































リ エ喀才11- <f:　リ　VlC-t>'W-> if次のよ　うにな
る 。
　　



















４、　（な-３１ ａ）、cｒ-3f　b ) Ａ’ a、び｀、(ｉ--３３Ａ)、（１り３ｂ）
式｀ｚヽ｀与£ら、1・だK(r>と命常、こ累なＪ ように見え
るドヽ数値的に、７良く一収とてぃ§。数値計諦を
行り恥・ 、ｌ 、通常の排除伸珍の♂ラメータ、 ２　¢
















































Ｓトs｀ t = 0 (A), i:=±1 (b)に対す３吋海j）:



































































































く ぐヌヽ>* Pt (UJ>が｀（ｔキt> ) J^<' C〉に迦ずく）駒を４
1 - P(り､。｜だﾀが｀:1　1= it -^"く　ぐヌ、ｉＰ佃。。１忿）がひ
は近づ‘く）似含より大きくなく７４ならない。こ
の条件、ｉ、吋rりｔ･ 、ｌ満たさ仇７いるがヽ･ヽ、吋吋）













































































て’ａ ぐａ）．で＝j:1 (h)＼でｚ±3 (C)
･い寸する修・されたPごｒ ｉ;･）：to- = itj-/＼lnJl^ .
賞線はαエ=1 , aa =が:r幻/G･町幻、配線li･ ・
ａエｚ Glz（ａ）/Glcひ）．と2a= 1　と．　置･ヽである．ど゛ちら




























































α;び-40 b ) *C ,　αエ= 1 . ≪ir = G-^ぐ∂j)/G゛('ｏ)，
6:(7S‘一如ｂ)式＼ ai = Ct町幻/Ｇりと))。４江＝ｊ，





















M = -^t)‘２の場合は，ホ，Ｓ=・0. 1 6 3となる。ご　Ｏ






































排除体積‥ヽりｙ － タz 4ヽ噴、領域ｏル論ず１ ニ









































－ に４極･）ヽか゛ｺｰつ嘆｡,われ ｚ いる。ご tK i3^ll線状｀「
リ ｙ 夕゛;虞｀のφう めコン フズ メ ー ションかヅ毘｡在ｔ ｔ
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